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学
校
耐
震
化
に
着
手

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を

昨
年
は
、
町
制
施
行
以
来
7
0
年
、
ま
た
、
忠
岡
村
誕
生
か
ら

1
2
0
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
住
民
皆
様
と
と

も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
今
後
の
忠
岡
町
の
発
展

を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
日
の
輝
か
し
い
忠
岡
の
礎

を
築
い
て
く
れ
た
先
人
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
町
は
全
国
で
一
番
面
積
の
小
さ
い
町
の
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
、
住
民
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
「
小
さ
く
て
も
笑

顔
の
あ
る
ま
ち
」
、
「
支
え
あ
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
」
を

合
言
葉
に
、
心
豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
一
方
、
学

校
の
耐
震
化
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
住
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
忠
岡
町
の
進
む
べ
き
指
針
と
な
る
「
忠
岡

町
第
5
次
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
総

合
計
画
の
策
定
を
通
じ
て
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
町
と

し
て
の
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
ま
ち
全
体
が
生
き
生
き
し
た

「
住
民
、
地
域
、
産
業
が
元
気
な
ふ
る
さ
と
・
忠
岡
」
　
の
実
現

に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
住
民
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。町

　

長

　

和

　

田

　

吉

　

衛



子ども手当の支給対象・支給額・支給月について

平成22年4月分より児童手当から

子とも手当として支給
◆対象児童　中学校修了（15歳到達後最初の3月31日）までの子ども

◆支給金額1人月額13′000円（出生順位にかかわらず同額）

◆支給月　①平成22年6月＝・4月・5月分を子ども手当として支給

※ただし、児童手当を受給している方は、児童手当

2月分・3月分が合わせて支給されます。

②平成22年10月…6月～9月分を子ども手当として支給

③平成23年2月…10月～1月分を子ども手当として支給

◆所得制限　ありません

子ども手当を受けるには…？

①現在、児童手当を受給されている方は子ども手当の手続きの必

要はありません。

ただし、③に該当する方は「額改定請求書」の提出が必要です。

腰重曹醤㊧塵紛魁宵鴫家庭　②平成2絆4月に中学1年生になるお子さんについては、子ども
手当の認定請求の手続きは必要ありません。

③平成22年4月に中学2年生・3年生のお子さんがおられる場合

は「額改定請求書」の提出が必要です。

果童手・卦を受給していない豪庭

◎平成22年4月に中学3年生までのお子さんがおられる場合は、

「子ども手当認定請求書」の提出が必要です。

※これまで所得制限超過により児童手当を受給していない方

で、中学3年生までのお子さんがいる場合は「子ども手当

認定請求書」の提出が必要です。

★「子とも手当認定請求書」「額改定請求書」の提出が必要な方には、4月上旬にお知らせ等を郵送します。

※対象児童がいるご家庭でお知らせ等が届いていない方は「すこやか推進課」までお知らせください。

★手続きに必要なもの

厚生年金加入者………受給者の健康保険被保険者証等の写し、印鑑、受給者名義の口座

国民年金加入者等（未加入者）
…印鑑・受給者名義の口座

※別途、住民票等必要な場合もあります。

★公務員の方は職場での申請となります。

お問い合わせ先／役場すこやか推進課
シビックセンター本館2階

℡0725－22－1122（251／252）

減量したくて毛減量できない世帯の方へ

指定ごみ袋を一定量配布します
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次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
育
ち

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
2
2
年
度
よ

り
現
行
の
児
童
手
当
制
度
を
改
め
、

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い

て
子
ど
も
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

を
行
っ
て
い
る
方
が
い
る
世
帯
に
対

し
、
一
般
家
庭
ご
み
指
定
袋
の
一
定

量
配
布
を
致
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
及

び
身
体
障
か
い
者
手
帳
を
持
っ
て
、

役
場
生
活
環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さい。

※
①
②
③
す
べ
て
平
成
2
2
年
4
月
1
日

現
在
時
点
で
。

【
問
】
生
活
環
境
課

方
に
対
し
、
一
般
家
庭
ご

み
指
定
袋
一
定
量
配
布
の

案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

②
6
5
歳
以
上
で
在
宅
に
お
い

て
紙
お
む
つ
を
常
時
使
用

し
て
い
る
要
介
護
3
以
上

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
世
帯
の
方
に
対
し
、
一
般

家
庭
ご
み
指
定
袋
の
一
定

量
配
布
を
致
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
及
び
常
時
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
方
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
、
役
場
生
活
環
境
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
在
宅
に
お
い
て
腹
膜
透
析

①
降
が
い
者
自
立
支
援
法
　
（
平
成
1
7
年

法
律
第
1
2
3
号
）
第
7
7
条
第
1
項

第
2
号
の
規
定
に
基
づ
く
日
常
生
活

用
異
の
給
付
を
受
け
て
い
る
身
体
障

か
い
者
（
児
）
　
の
う
ち
、
ス
ト
マ
用

装
具
　
（
蓄
便
袋
、
蓄
尿
袋
）
　
ま
た
は

紙
お
む
つ
の
給
付
を
受
け
て
い
る
身

体
障
か
い
者
　
（
児
）
　
の
い
る
世
帯
の
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遵

国
宝
蔓
三
淵
・
千
利
休
・
人
間
国
宝
注
里
佐
代
子

会
　
期
　
前
期
　
～
4
月
2
5
日
（
日
）

後
期
　
4
月
2
9
日
（
木
・
祝
）
～
5
月
3
0
日
（
日
）

今
回
の
展
覧
会
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
　
「
国
宝
平
安
三
蹟
」
　
「
千
利
休
」

「
人
間
国
宝
江
里
佐
代
子
」
を
柱
に
、
作
品
た
ち
が
奏
で
る
《
天
遊
》
の

境
地
を
展
示
室
に
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

国
宝
　
平
安
三
蹟

☆
正
木
美
術
館
の
国
宝
の
平
安
三
蹟
、
二
点
の
登
場
。
と
も
に
唐
代
の

大
詩
人
白
居
易
（
白
楽
天
）
　
の
詩
を
書
き
綴
る
。

主
な
作
品
・
小
野
道
風
筆
「
三
体
自
民
詩
巻
」
国
宝
　
（
前
期
展
示
）

・
藤
原
行
成
筆
「
自
民
詩
巻
」
国
宝
　
（
後
期
展
示
）

千

　

利

　

休

☆
正
木
美
術
館
本
「
千
利
休
図
」
　
の
登
場
。
生
前
の
利
休
を
伝
え
る
唯

一
の
肖
像
画
。
利
休
が
重
ん
じ
た
禅
僧
の
書
で
あ
る
墨
蹟
や
、
春
を

う
ら
ら
か
に
奏
で
る
室
町
水
墨
画
の
名
品
群
の
競
演
。

主
な
作
品
・
千
利
休
図
　
古
渓
宗
陳
賛
　
重
要
文
化
財
な
ど

人
間
国
宝
江
里
佐
代
子
　
☆
人
間
国
宝
江
里
佐
代
子
の
作
品
。

主
な
作
品
・
戴
金
色
紙
箱
な
ど

歌

　

仙

　

絵

☆
正
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
歌
仙
絵
の
優
品
群
の
登
場
。

主
な
作
品
・
三
十
六
歌
仙
絵
　
斎
宮
女
御
ほ
か

滴
凍
の
茶
道

☆
正
木
美
術
館
の
創
設
者
・
正
木
孝
之
遼
愛
の
茶
道
具
た
ち
。

主
な
作
品
・
黒
楽
茶
碗
　
長
次
郎
作
　
銘
両
国
ほ
か

酬
正
木
美
術
舘

〒
5
9
5
－
0
8
1
2
　
大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
忠
岡
中
2
の
9
の
2
6

T

E

L

O

7

2

5

・

2

1

・

6

0

0

0

　

F

A

X

O

7

2

5

・

3

1

・

1

7

7

3

■
開
館
時
間
　
1
0
時
～
1
6
時
3
0
分
（
最
終
入
館
　
1
6
時
）

■
休
館
日
　
水
曜
日

■
入
館
料
一
般
7
0
0
円
、
高
・
大
学
生
5
0
0
円
、
小
・
中
学
生

3
0
0
円
　
★
団
体
（
2
0
名
以
上
）
　
は
各
1
0
0
円
引
き

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
t
t
p
‥
＼
＼
m
a
s
a
k
T
a
r
t
・
m
u
S
e
u
m
．
］
p
＼
〕



第4次忠岡町総合計画で掲げた基本施策のうち主な37の基本施策について、現状での満足度と今後の重要度

についておたずねしました。住民が重要だと考えているにもかかわらず、満足度の低い項目があることがわか

りました。満足度と重要度、そして、そこから導き出されるニーズについて紹介します。

■満足度と重要度からみた基本施策の分布

満足度低・重要度高 ��緤.X��������i��ｹ7畏(�X�wi7畏"�
のグループ ⑲ 　毎〉 ⑯⑳ ��ｨ,ﾈ4�8ｸ�ｸ7b��｢��｢�ｮﾈu"�

⑪ ㊥　感 冉ﾓI5������xh��u2�

㌔　3彗 �2�⑳⑳ 

2急の詔点㊥▲瀾 ����ｩ7���"�ｮﾈxh��u2�)5���ｸt������;姻ﾘt��

満足度低・重要度低
のグループ

満足度の平均　－057点

低山

満足度が高い基本施策
（上位5位）

1位…上・下水道の充実

2位…消防・救急の充実

3位…生涯スポーツの推進

4位…地域社会の活性化支援

5位…保健事業の推進

◆満足度の算出方法：「満足」という回答に10点、「やや満足」に

5点、「普通」に0点、「やや不満」に－5点、「不満」に

として平均点を算出。

◆重要度の算出方法：「重点を置く」という回答に10点、「やや重

点を置く」に5点、「普通」に0点、「あまり重点を置かない」に
－5点、「重点を置かない」に－10点として平均点を算出。

（む平和意識・人権意識の高揚
（診国際・国内交流の推進
③男女共同参画社会への推進
④教育機能の充実
⑤青少年健全育成の推進
⑥生涯教育体制の充実
（∋生涯スポーツの推進
⑧文化・芸術活動の充実
⑨保健事業の推進
⑩地域医療体制の充実
⑪子ども・家庭福祉の充実
⑫障かい（児）福祉の充実
⑱高齢者福祉の充実
⑭低所得者福祉の充実
⑯地域福祉の推進
⑯保険・年金の充実
⑰勤労者福祉の充実
⑱消葺者施策の充実
⑩防災対策の充実

重要度が高い基本施策
（上位5位）

1位・・・地域医療体制の充実

2位・・・教育機能の充実

3位・・・防犯対策の推進

4位…高齢者福祉の充実

5位…保険・年金の充実

ニーズ度とは？

⑳消防・救急の充実
⑪交通安全対策の推進
⑳防犯対策の推進
⑳地坪環境との共生
⑳公園・緑地・河川・水辺環境の整備
⑮ゴミ処理体制の充実
⑳上・下水道の充実
⑰墓地・斎場の整備
⑳計画的・総合的な土地利用の推進
⑳道路整備・公共交通の充実
⑳情報基盤の整備
⑪第一次産業の振興
⑳工業の振興
⑬商業・サービス業の振興
⑳広報・公聴の充実
⑳地域社会の活性化支援
⑳健全な行財政運営の推進
⑫広域行政の推進

ニーズ度が高い基本施策

（上位5位）

1位…地域医療体制の充実

2位…保険・年金の充実

3位…教育機能の充実

4位・・・防犯対策の充実

5位t・・高齢者福祉の充実

満足度から導かれる「不満度」と「重要度」を掛け合わせて「二【ズ度」を算出しました。つまり、
重要度が高く、満足度が低い項目をニーズが高いと施策としています。その結果、最もニーズ度が高かったのは「地

刀充実」でした。次いで「保険・年金の充実」「教育機能の充実」となっています。
こうした住民の皆さんのニーズも参考にして、第5次総合計画の策定を進めてまいります。

◆対象：町内在住の20歳以上（4／30現在）で計画の策

定に積極的に取り組む意欲と熱意があり、平日

の午後に開催予定の審議会に出席可能な方（本

町町議会議員、本町職員は除く。応募多数のと

きは、既に他の審議会などの委員でない方を優

先する場合があります。）

◆募集人数：2人以内　　　　　◆報酬：日額8千円

◆任期：平成23年3月末までの予定

（平日の昼間に年4回程度開催の予定）

◆選考：公募委員選考委員会で選考（結果は5月下旬頃

までに全員に通知予定）

◆応募方法．住所、氏名、生年月日、性別、職業等、電

話番号を記入し、800字程度のレポート（①応

募の動機《自身のPRポイントの追記可〉②忠

岡をどんなまちにしたいか）を添え、4／30

（必着）までに政策推進担当へ。

◆提出方法：持参、郵送、電子メール、FAX

住所　〒595－0805　忠岡町忠岡東1－34－1

電話　0725【22－1122　FAX O725－22－0364

電子メール　koho＠tOWntadaokaosakaJp
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総合．汁l山i策定にl町する

住民一章．識調．金の結果がまとまりました
現在、本町のまちづくりの方向性やこれを実現するための各種施策を定める「第5次忠岡町総合

計画」の策定作業をすすめています。この計画を策定するにあたり、広く住民の皆さまからまちづ

くりへのご意見をお伺いし、これを計画に反映するために住民意識調査を実施しました。

住民の皆さまには貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。

ここでは、調査結果の一部をご紹介します。

○実施時期………………平成21年10月～平成22年1月

○対　象　者………………16歳以上の住民4，174人

○有効回収数（回収率）…1，647（39．5％）

今後の定住意識

質問：あなたは、今後も忠岡町に住

み続けたいとお考えですか。

結果：「できればずっと住み続けた

い」とお考えの方が63．8％と

最も多く、「現在の住居は変

わりたいが、引き続き忠岡町

内に住み続けたい」「一旦忠

岡町外に移り、いずれ戻って

きたい」をあわせると、7割

以上の方が忠岡町に住みたい

とお考えです。

まちづくりの方向性

質問：将来の忠岡町の姿として、ど

のようなものが最も望ましい

と思われますか。

（○は2つ以内）

結果：住民の4人のうち3人は、

「保健や医療体制、福祉が充

実し、子どもからお年寄りま

で安心して暮らせるまち」を

望んでいます。

次いで「子育てかしやすく、

教育環境が整い、子どもがの

びのびと成長できるまち」が

27．3％、「公害や騒音がなく

公園や縁が豊かな、落ち着い

て暮せるまち」が25．3％とな

っています。
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この住民意識調査全体の結果は、冊子にまと

めます。

調査に関する問い合わせは、下記にお願いし

ます。　　　　　★町長公室政策推進担当

0　　　　20　　　40　　　　60　　　　80

できればずっと住み続けたい

現在の住居は変わりたいが、

引き続き忠岡町内に住み続けたい

一旦忠岡町外に移り、いずれ戻ってきたい

忠岡町外に転出したい又は転出する予定

わからない

無回答

保健や医療体制、福祉が充実し、子どもか
らお年寄りまで安心して暮らせるまち

子育てがしやすく、教育環境が整い、子ど

もがのびのびと成長できるまち

公害や騒音がなく、公園や緑が豊かな、落

ち着いて暮らせるまち

自宅の近くで働く場所がたくさんあり、い

きいきと働けるまち

産業活動が盛んで、経済に活気のあるまち

住民同士が触れ合い、地域活動が活発なま

ち

自主的な文化・学習・スポーツ活動がさか

んな、豊かな人生を楽しめるまち

住民が積極的にまちづくりに参加し、活気

のあるまち

リサイクルや省エネルギー等が進んだ地球

環境にやさしいまち

その他

無回答

0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80



前田　　弘氏　　　藤野　喜義氏

杉原　健士民前田　長市氏

・－ムへし ��ﾈ5x,�倆�,ﾂ� 

′†ナ「広苦を握 �4�/�梔i�5ｨ.��

忠岡町では、平成22年度4月よりホームページへの有料広告（バナー広告）

掲載を募集します。広告掲載をご希望の方は、町ホームページに掲載してい

ます募集要項をご覧いただきお申し込みください。

◆ホームページアクセス件数（トップページ）／月間平均　約5000件

※データは毎月のアクセス件数を保証するものではありません。

バナー広告 �5H��48��5��縦60ピクセル× 

の様式 刮｡150ピクセル 

ームペ一 一広告掲 �i�ﾈﾆ���GIF、JPEG 
容　　量 ��(4ﾈ8ﾘ6�486x決屬�

禁止事項 �:陞h��5�X���
込書」を 剴ｧ過G】F 

・画像は各自作成してください。（完全データ入稿）

・広告内容及びデザインについては、修正をお願いする場合があ

りますのでご了承ください。
・掲載場所はホームページ（トップページ）画面右となります。

・掲載枠数は6枠となります。

お申し込みいただく前に、ホームページに掲載しています「忠岡町ホ

シ広告掲載要領」「忠岡町広告事業掲載基準」及び「ホームページパナ

載仕様書」の内容をこ■確認いただき、「忠岡町ホ¶ムページ広告掲載申

基本掲載期間

5，000円

60，000円55，000円
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ダウンロードの上、必要事項を記入し、申し込みください。

【間】町長公室自治推進課　℡0725－22【1122

e－mail tadaokajichisuishin＠town－tadaoka．jp

ホームペpジ　http：／／www．town．tadaoka．osaka．jp／

平
成
2
2
年
第
一
回
定
例
会
が
、

3
月
2
日
に
招
集
、
3
0
日
ま
で
を

会
期
と
定
め
各
会
計
の
当
初
予
算

等
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
2

日
の
議
決
結
果
は
以
下
の
と
お
り

です。

議
決
結
果
一
覧

▼
即
日
承
認
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
2
1
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

・
忠
岡
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
教
育
長
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

・
忠
岡
町
一
般
職
の
職
員
の
管
理

職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
基
金
条
例

・
忠
岡
町
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
営
葬
儀
条
例

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
料
条
例

・
忠
岡
町
火
災
予
防
条
例

◎
平
成
2
1
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
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計
補
正
予
算
　
（
第
4

号）
・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

▼
即
日
受
理
さ
れ
た
も
の

・
事
務
報
告
に
つ
い
て（

平
成
2
1
年
分
）

▼
即
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
2
年
度
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計

・
忠
岡
町
老
人
保
健
特
別
会
計

・
忠
岡
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
浜
霊
園
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

（
議
席
順
・
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
　
砂
原
　
祥
宏

副
委
員
長
　
　
　
藤
野
　
喜
義

委

　

　

員

　

　

　

前

田

　

　

弘

是
枝
　
綾
子

〝

　

　

　

　

　

前

田

　

長

市

〝

　

　

　

　

　

高

迫

千

代

司

森

　

　

政

雄

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
議
長
）杉

原
　
健
士

忠
岡
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

休
館
に
あ
た
っ
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
4
月
7
日
㈹
　
1
9
時
～

場
所
　
忠
岡
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
役
場
商
館
2
階
）

【
問
】
社
会
教
育
課

●



大阪法務局人権擁護委員による

人権相談のご案内
◆一般電話相談

℡06－6942－9496

◆子どもの人権110番

℡0120－007－110

（全国共通・無料）

◆女性の人権ホットライン

℡0570－070－810

（全国共通・ナビダイヤル）

◎相談時間はいずれも月～金曜日の午前

8時30分～午後5時15分まで（祝日を除く）

【問】大阪法務局人権擁護部　℡06－6942－9492

役場人権平和室　　　　℡22－1122

女性の人権を守ろう　　・子どもの人権を守ろう

高齢者を大切にする心を育てよう

障かいのある人の完全参加と平等を実現しよう

部落差別をなくそう
アイヌの人々に対する理解を深めよう

外国人の人権を尊重しよう
川∨感染者やハンセン病患者等に対する偏見をな

くそう

刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

性的指向を理由とする差別をなくそう
ホームレスに対する偏見をなくそう

性同一性障害を理由とする差別をなくそう

北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深

めよう

人身取引をなくそう

長崎平和祈念式典などを取材する

親子記者募集
8月に長崎で開催される平和式典などを取材

する親子記者を全国から募集します。小学生と

その保護者（各1人）が対象で、参加旅費等の

補助があります。【抽選9組】

★実施機関　8／8～11

★応募方法　ハガキまたは　Eメールで、①住所、②参

加者と保護者の氏名（ふりがな）・性別・保護者印

鑑、③小学生の学校名・学年、④電話番号、⑤平和

を願う一言メッセージ記入のうえ下記まで。

日本非核宣言自治体協議会〒852－8117長崎市平和

推進課内　http：／／www．nucfreejapan．com

★締　切　5／10消印有効

【問】日本非核宣言自治体協議会　℡095－844－9923
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忠岡町国際交流協会会員募集
一緒に世界のみんなと友達になりませんか！

【会　費】☆個人会員　　　　年間2，000円

☆法人・団体会員　年間10，000円

【お問い合わせ・お申込み先】

忠岡町役場自治推進課人権平和室内

忠岡町国際交流協会事務局　℡22－1122

◆通訳などのボランティアも募集中！

ラ
ン
ナ
ー
と
和
田
町
長
、
小
島
会
長

と
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
教
室
．
m
忠
岡
小
学
校

思
い
や
り
の
心
を

大
切
に
し
ま
す

3
月
1
1
日
、
忠
岡
小
学
校
2
年
生

に
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
人

権
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
忠
岡
町
国
際
交
流
協
会
】

ピ
両
ラ
ン
ナ
1
と

親
喜
交
流

2
月
2
2
日
に
行
わ
れ
た
忠
岡
町

国
際
交
流
協
会
（
小
島
保
洋
会
長
）

主
催
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
大
正
琴
の
音
色
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
同
協
会
の
会
員
の
み
な

さ
ん
と
親
善
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
友
好
ラ
ン
ナ
ー
の
泉
州
国

際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

パ
メ
ラ
・
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
ん

・
一
般
女
子
の
部
1
2
6
位

・
時
間
　
4
時
間
1
7
分
2
0
秒

ジ
ー
ン
・
マ
ク
マ
ナ
ス
さ
ん

忠
岡
幼
稚
園
で
の
交
流
　
（
2
／
1
9
）

園
児
と
い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
・
一
般
女
子
の
部
1
2
2
位

・
時
間
　
4
時
間
1
5
分
4
2
秒



大阪法務局人権擁護委員による

人権相談のご案内
◆一般電話相談

℡06－6942－9496

◆子どもの人権110番

℡0120－007－110

（全国共通・無料）

◆女性の人権ホットライン

℡0570－070－810

（全国共通・ナビダイヤル）

◎相談時間はいずれも月～金曜日の午前

8時30分～午後5時15分まで（祝日を除く）

【問】大阪法務局人権擁護部　℡06－6942－9492

役場人権平和室　　　　℡22－1122

女性の人権を守ろう　　・子どもの人権を守ろう

高齢者を大切にする心を育てよう

障かいのある人の完全参加と平等を実現しよう

部落差別をなくそう
アイヌの人々に対する理解を深めよう

外国人の人権を尊重しよう
HlV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をな

くそう

刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

性的指向を理由とする差別をなくそう

ホームレスに対する偏見をなくそう

性同一性障害を理由とする差別をなくそう

北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深

めよう

人身取引をなくそう

長崎平和祈念式典などを取材する

親子記者募集
8月に長崎で開催される平和式典などを取材

する親子記者を全国から募集します。小学生と

その保護者（各1人）が対象で、参加旅費等の

補助があります。【抽選9組】

★実施機関　8／8～11

★応募方法　ハガキまたは　Eメールで、①住所、②参

加者と保護者の氏名（ふりがな）・性別・保護者印

鑑、③小学生の学校名・学年、④電話番号、⑤平和

を願う一言メッセージ記入のうえ下記まで。

日本非核宣言自治体協議会〒852－8117長崎市平和

推進課内　ht，tp：／／www．nucfreejapan．com

★締　切　5／10消印有効

【間】日本非核宣言自治体協議会　℡095－844－9923
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忠岡町国際交流協会会員募集
一緒に世界のみんなと友達になりませんか！

【会　費】☆個人会員　　　　年間2，000円

☆法人・団体会員　年間10，000円

【お問い合わせ・お申込み先】

忠岡町役場自治推進課人権平和室内

忠岡町国際交流協会事務局　℡22－1122

◆通訳などのボランティアも募集中！
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稚
園
で
の
交
流
　
（
2
／
1
9
）

園
児
と
い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
・
一
般
女
子
の
部
1
2
2
位

・
時
間
　
4
時
間
1
5
分
4
2
秒



大妄l町制施行70周年記念忠岡町マラソン

自己の記録に挑戦！
【3／14大津川河川公園】

dP

（忠岡東1丁目）

中上仲

上上　　　演田野

大　　　　　寛真

海地　　　翔也羽

片　　　浪藤三　　上山吉

岡　　　速原好　　田本田　　藤林下　　園

理鈴睦　　一和健　　　　明文　　雅

太
俊　　　妙子美　　輝巳郎　　優花音　　也

般
第準優女第準
3　優　　子　3　優

位勝勝の位勝
部

奥村松　　磯早

野上尾　　部川

由　弓典　　　博

佳
子子子　　健昭
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■
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
ー
・
負
け
な
い

一」　　　．　．
．．．

第
8
6
回
日
本
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
出
場

（
4
月
／
東
京
・
辰
巳
）

神
野
　
雄
司
選
手

★
2
k
m
コ
ー
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

優
　
勝
　
大
務
正
敏

準
優
勝
　
尾
形
英
樹

第
3
位
　
西
　
　
衛

小
学
生
低
学
年
の
部

（敬称略）

▼
広
太
郎

二

　

平樹

第
3
位
　
浜

小
学
生
女
子
の
部

優

　

勝

　

木

準
優
勝
　
若

第
3
位
　
伊

一
般
男
子
の
部

優

　

勝

準
優
勝

第
3
位

★
3
k
m
コ
ー
ス

小
学
生
男
子
の
部

優

　

勝

　

井

準
優
勝
　
井

優

　

勝

準
優
勝

第
3
位

一
般
女
子
の
部

優

　

勝

準
優
勝

第
3
位

★
1
0
k
m
コ
ー
ス

一
般
男
子
の
部

優

　

勝

第
9
回
正
道
会
館
ジ
ュ
ニ
ア

空
手
道
選
手
権
大
会

（
3
／
1
4
）

【
第
三
位
】
奥
野
　
晴
也
選
手

（
忠
小
2
年
・
忠
岡
南
2
丁
目
）

【
敢
闘
賞
】
越
野
　
　
隼
選
手

（
東
忠
小
1
年
・
馬
瀬
1
丁
目
）

㈱
要
約
筆
記
奉
仕
昌
養
成
講
座

〔
手
書
き
コ
ー
ス
〕

受
講
生
募
集

公
私
・
幼
保
交
流
事
業

呑
舟
ら
転
注
だ
ね
！

忠
岡
小
学
校
で
、
1
年
生
が
春

の
就
学
予
定
の
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
ま
し
た
。

【
3
／
5
・
忠
岡
小
学
校
】

【
対
象
者
】
忠
岡
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
で
、

か
つ
1
5
歳
以
上
の
人
。

【
講
習
日
時
】
　
5
／
8
～
6
／
2
6

（
毎
土
曜
）
全
8
回

1
3
時
～
1
6
時

【
場
　
　
所
】
岸
和
田
市
立
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

【
定
　
　
員
】
2
0
人
程
度

【
費
　
　
用
】
無
　
料

（
教
材
費
　
1
7
0
0
円
）

【
申
込
方
法
】
4
／
1
～
2
5
に
申

込
書
に
記
入
の
上
、
下
記
の
窓

口
へ
直
接
来
所
ま
た
は
郵
送
。

★
く
わ
し
く
は
岸
和
田
市
立
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
（
℡
0
7
2
・

4
3
8
・
2
3
2
1
）
　
ま
で
。



一年間がんばって練習したよ

【3／19・スポーツセンタースタジオ】

忠岡放課後学級『キッズクラブ』のプラ・グル
ータ（指導：山本　類先生）が1年の練習成果を

披露しました。

内会

容場

平成22年春の全国交通安全運動
－4月6日～15日一

全国重点

◆子どもと高齢者の交通事故防止

◆全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底

◆自転車の安全利用の推進

◆飲酒運転の根絶

大阪重点
◆自動二輪車・原付の交通事故防止

◆めいわく駐車・放置自転車の追放

スローガン

・しっかりと　ルール守って　事故防止

・ドアしめて　ベルトしめて　気をしめて

・自転車も　ルールとマナー　身につけて

・飲酒運転は　絶対にしない・させない

・すり抜けて　急ぐ先には　事故がまつ

・その馬主車　あなたはよくても　みんなが因る

《子どもと高齢者の交通事故防止》
◎子どもの事故の約7割が交差点とその付近で発生し

ています。みんなきちんと止まって安全確認！

◎全交通事故死者の4割が

高齢者！そのうち9割が

歩行・自転車乗車中です。

無理・危険な横断はやめ
ましょう！

トライ膏－の為笈さん　思いやりといたわりの気持 

ちを持って交通事故をなくし家しょう 
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”
フ
ラ
発「ノ

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事
の
ご
案
内

日
　
時
　
4
月
2
9
日
（
木
・
祝
）

9
時
～
1
5
時

信
太
山
駐
屯
地

観
閲
式
、
訓
練
展
示
、

装
備
品
展
示
、
野
外
売

店
、
太
鼓
演
奏
等

★
入
場
無
料

★
お
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

★
雨
天
決
行

【
間
】
防
衛
省
陸
上
自
衛
隊

信
太
山
駐
屯
地
広
報
室

℡
4
1
・
0
0
9
0

あ
な
た
の
連
絡
で
子
ど
も
が
救

わ
れ
ま
す
。
ま
ち
が
っ
て
い
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
『
虐
待
か
な
…

？
』
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は
？

身
体
的
虐
待

子
ど
も
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ

ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

暴
力
を
加
え
る

ネ
グ
レ
ク
ト

保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し

く
怠
る
こ
と
な
ど

性
的
虐
待

子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
ま
た
は
さ
せ
る
こ
と

心
理
的
虐
待

子
ど
も
に
著
し
い
心
理
的
外
傷

を
与
え
る
こ
と
な
ど

★
岸
和
田
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

℡

0

7

2

・

4

4

1

・

0

1

2

5

（
月
～
金
・
9
時
～
1
7
時
4
5
分
）

※
夜
間
・
休
日
専
用

℡

0

7

2

・

2

9

5

・

8

7

3

7

★
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ス
キ
ュ
ー1

1

0

番

℡

0

6

・

6

9

4

3

・

7

0

7

6

★
忠
岡
町
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
事
務
局
　
す
こ
や
か

推
進
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2



うち一般会計　62億3，920万円

【平成22年度予算の主な施策】

会計別予算額

乳幼児医療助成費
（10月から対象年齢の引き上げ）

447万円

男女共同参画計画
策定業務委託等

192万円禁崇宝器と

（単位：千円・％）

会　　計　　名 �22年度 �#�D�7��増減額 ��ﾘﾋ越b�
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

一　般　会　計 咏a23乳200 塗�3�c��Cc���178．600 �(�C��

（繰上充用金除き） ��店�ﾃ��8�CS#(�｢�（5，592′904） ���##��ﾃc���｢�（3．9） 

特　別　会　計 �4月5乳978 滴�3cch�CS���193．397 滴�C��

国民健康保険事業会計 �3�塗�C�c"�2．017．611 ��s��CCS��8．8 

介　護　保　険　会　計 ���C����CC唐�1－079．018 �#��CC���2．0 

後期高齢者医療特別会計 �3#(�CCcB�302．660 ����C��B�6．5 

老　人保健　会　計 �#c��6．053 ��#X�3s�"�△95．7 

下水道事業会計 ���ﾃ##��Cゴ"�1′250．413 ��##��ﾃSc��△1．6 

浜霊園事業会計 ����ﾃイ��10′826 ��R�0．1 

企　業　会　計 �397．203 �3ォ�ﾃ#S2�12′950 �8�CB�

水　道事　業　会計 �3度�C#�2�384′253 ���3鉄��3．4 

全会計合計 �11′496，381 ����C�?､｣3B�384′947 �8�CR�

（実質ベース3．9％増）

第5次総合計画
策定業務委託等
392万円

小学校テレビ
共聴設備工事

515万円（笠左右羞夕）

住民1人当たり ��冦ｩ4兔ｨ�｣3C��33���8冷�
でみる歳出額内訳 兌ﾙ�ﾃ#)D��ﾈ駟i�ﾈﾏｳ���C#���ﾂ�

No522　2010．41（10）

平
成
2
2
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
前
年
度
当
初
比

2
・
9
％
増
の
6
2
億
3
、
9
2
0
万
円
で
、
繰
上
充
用
金
を
除

い
た
実
質
の
伸
び
率
は
3
・
9
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
加
え
た
総
額
は
、
前
年
度

当
初
比
3
・
5
％
増
の
1
1
4
億
9
、
6
3
8
万
1
千
円
で
す
。

l
般
会
計
の
増
の
主
た
る
要
因
は
、
公
債
責
に
お
い
て
、
ご

み
処
理
施
設
整
備
事
業
債
の
償
還
完
了
な
ど
に
よ
り
大
幅
減
と

な
る
も
、
退
職
者
の
増
に
よ
る
退
職
手
当
の
増
加
、
子
と
も
手

当
の
増
に
よ
る
扶
助
嚢
の
増
加
、
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
に
よ

る
投
資
的
経
蔓
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
増
の
主
た
る
要
因
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
に
お
い
て
、
医
療
嚢
給
付
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。



国庫支出金　4億8．076万円（7．7％）

府支出金　3億3．138万円（5．3％）

地方消費税交付金

1億7′300万円（2．8％）

その他　地方譲与税ほか

1億1，020万円（1，8％）

23億1，031万円

歳入予算額の状況　（単位千円．％）

地方交付税
ヽ

13億8．700万円

区　　　　分 �22年度 �#�D�7��増減顔 ��ﾘﾋ越b�
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A一日） �8��"�

自 �*ﾈ�����������R�2′310．315 �(�C33(�3s�"�△22．397　△1．0 分担金負担金 塔x�CCS2�81′181 塗�ﾃ#s"�7．7 

使用料手数料 ��38�CCSb�158．930 ��##X�CCsB�△16．0 
主 財 源 俥���蝌�����?ﾂ�232 ��C��CC3"�△149．200 ��#祷�C��

寄　　附　　金 迭�4 ���25．0 

繰　　入　　金 鼎��C����35．000 塗�C����19．7 

諸　　収　　入 田3x�縱�r�740．813 ��#��8�ﾃ��b�△13．9 

小　　　計 �8�C#���C�c��3′498．072 ��##ベ�ﾃ��B�△臥2 

依 存 �&饑ｸ�yu��R�35．000 �3��ﾃ3���△3′300 ��#��Cb�

利子割交付金 祷�CC���12．000 ��#(�ﾃc���△21．7 

配当割交付金 滴�C����4．000 ���0．0 

株式等譲渡所得 割交付金 ���C����1，000 塔���80．0 

地方消費税 交　付　金 ��s8�C����183．000 ��#���ﾃ����△5．5 

自動車取得税 交　付　金 ��h�C����22．000 ��#h�ﾃ����△27．3 

地方特例交付金 鼎��C����42．600 ��#(�ﾃc���△6．1 

財 源 �&饑ｸﾏ�WI�R�1．387，000 ���33s��C����16′000 ���C"�

交通安全対策 特別交付金 滴�C����4．000 ���0．0 

国庫支出金 鼎���CsSb�207．462 �#s8�ﾃ#釘�131．7 

府　支　出　金 �33��C3sb�306．466 �#H�ﾃ����8．1 

町　　　　　債 鉄CX�C����370．700 ��sX�ﾃ����47，2 

小　　　計 �8�C�#��C�3"�2，562．528 鼎cX�ﾃc�H�����C"�

総　合　計 �6．239．200 塗�3�c��Cc���1花600l　2．9 

6億3，771万円（10．2％）

使用料・手数料
1億3，345万円（2，1％）

分担金負担金
8．745万円（1．4％）

区　　　分 �#)D�7��21年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

人　　件　　費 ���3CsH�CCSR�1，399．547 都H�3����5．4 

扶　　助　　費 涛���ﾃcc��687．359 ��ﾃ##��C3���32．2 

公　　債　　費 都�8�ﾃCS��888，474 ��#��X�C�#B�△11．8 

物　　件　　費 ���ﾃ#C��3����1．273，441 ��##X�C#S��△2．0 

維持補修費 田h�3����62．866 �8�C#3B�5．1 

補　助　費　等 ��sh�ﾃ3���167．465 嶋�C�#R�5．3 

積　　立　　金 釘�4 ���0．0 

繰　　出　　金 ���C�C8�3鉄B�1′040．515 �8�CC3��0．3 

貸　　付　　金 塔B�84 ���0．0 

投資及び出資金 ���0 ���0．0 

投資的経蔓 ����3#3R�63．149 �3��3�ッ�61．9 

繰上充用金 鼎#X�Ccs��467．696 ��#C(�3����△9．0 

予　　備　　蔓 ����C����10．000 ���0．0 

合　　　計 塗�C#3��C#���6．060．600 ��s��ﾃc���2．9 
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公債費　7億8，345万円

（12．6％）

ア
ミ
部
分
は
自
主
財
源
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国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
国
民
年
金
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

《
平
成
2
2
年
4
月
よ
り
》

1
ケ
月
あ
た
り
保
険
料

月
額
1
5
、
1
0
0
円

（
4
4
0
円
増
）

・
4
分
の
3
保
険
料
は

月
額
1
1
、
3
3
0
円

（
4
分
の
1
免
除
該
当
者
）

・
半
額
保
険
料
は

月

額

　

7

、

5

5

0

円

（
半
額
免
除
該
当
者
）

・
4
分
の
1
保
険
料
は

月

額

　

3

、

7

8

0

円

（
4
分
の
3
免
除
該
当
者
）

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

（
申
請
・
役
場
）

2
0
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生

の
場
合
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
窓
口

に
あ
る
学
生
納
付
特
例
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
生

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

（
学
生
証
等
）
　
を
添
付
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
2
1
年
度
に
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
方

で
、
平
成
2
2
年
4
月
以
降
も
引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ

る
場
合
で
も
、
再
度
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
申
請
・
役
場
）

3
0
歳
未
満
の
方
　
（
学
生
を
除

く
）
　
で
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ

り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
間
】
堺
酉
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

役
場
保
険
課

▼
配
偶
者
の
退
職
　
（
失
業
）
　
に
よ

り
第
3
号
被
保
険
者
の
資
格
を

喪
失
し
た
時

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
　
（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
の
加
入
者
）
　
の
被
扶
養

配
偶
者
は
、
「
第
三
号
被
保
険
者
」

と
し
て
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
配
偶
者
が
退
職
（
失

業
）
　
し
て
失
職
す
る
と
、
夫
婦
と

も
に
町
役
場
で
国
民
年
金
の
　
「
第

1
号
被
保
険
者
」
　
に
な
る
た
め
の

手
続
き
を
行
い
、
お
一
人
月
額
1

5
、
1
0
0
円
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
　
　
金
　
【
税
務
課
】

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
期
分

介
護
保
険
料
第
1
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
1
0
期
分

納
期
限
は
4
月
3
0
日
で
す

▼
固
定
資
産
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

町
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
に
、
平
成
2
2
年
度
の
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
計
算
基
礎
に
な
り

ま
す
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期
間
　
4
／
1
㈱
～
5
／
3
1
㈲

午
前
9
時
～
午
後
5
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

■
場
所
　
役
場
税
務
課

】
必
要
な
も
の
　
印
鑑
と
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

▼
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

【
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
】

耐
震
改
修
さ
れ
た
既
存
住
宅
に

つ
い
て
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は

固
定
資
産
税
を
減
額

◎
要
件

①
昭
和
5
7
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
し
て
い
た
住
宅

②
工
事
費
3
0
万
円
以
上
で
現
行
の

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工

事
◎
減
額
期
間
　
改
修
工
事
が
完
了

し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
、
工
事

完
了
時
期
に
応
じ
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

①
平
成
2
2
年
1
月
1
日
～
平
成
2
4

年
1
2
月
3
1
日
の
間
に
完
了
し
た

耐
震
改
修
工
事
…
2
年
度
分

②
平
成
2
5
年
1
月
1
ロ
ワ
ー
平
成
2
7

年
1
2
月
3
1
日
の
間
に
完
了
し
た

耐
震
改
修
工
事
‥
・
1
年
度
分

◎
減
額
範
囲
　
改
修
家
屋
に
か
か

る
固
定
資
産
税
の
2
分
の
1
。

（
1
戸
当
た
り
1
2
0
2
m
相
当
分

まで）

◎
申
請
方
法
　
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と

の
証
明
（
※
）
　
を
添
付
し
、
改

修
後
3
ケ
月
以
内
に
税
務
課
固

定
資
産
税
係
へ
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
証
明
書
の
発
行
主
体

建
築
士
、
指
定
住
宅
性
能
評

価
機
関
、
指
定
確
認
検
査
機
関

（
証
明
書
の
発
行
に
は
実
費
、

技
術
料
な
ど
に
係
る
証
明
手
数

料
が
必
要
で
す
）

【
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
】

平
成
1
9
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
住
宅
　
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
　
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行

っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
を
減
額

※
た
だ
し
、
新
築
軽
減
等
そ
の
他

●

の
減
額
措
置
を
受
け
て
い
る
場

合
や
、
既
に
こ
の
減
額
を
受
け

た
場
合
を
除
き
ま
す
。

◎
要
件

①
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す

る
既
存
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

6
5
歳
以
上
の
方
・
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方
・
障
害
者
の
方

②
改
修
工
事
の
費
用
か
ら
各
種
補

助
金
等
を
除
い
て
自
己
負
担
が

3
0
万
円
以
上
の
も
の
。

③
平
成
1
9
年
4
月
1
日
～
平
成
2
2

年
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
行
わ

れ
た
以
下
の
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と
。

※
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
勾
配

の
緩
和
・
浴
室
の
改
良
・
便

所
の
改
良
・
手
す
り
の
取
付

け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引

き
戸
へ
の
取
替
え
・
床
表
面

の
滑
り
止
め
化

◎
減
額
範
囲
　
改
修
家
屋
に
か
か

る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

3
分
の
1
。

（
1
0
0
2
m
を
限
度
）

◎
申
請
方
法
　
改
修
後
3
ケ
月
以

内
に
工
事
明
細
書
や
写
真
等
の
関

係
書
類
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
現
地
確
認
を
行

い
ま
す
。

【
省
エ
ネ
（
熱
損
失
防
止
）
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
】

平
成
2
0
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
住
宅
　
（
賃
貸
住
宅
を
除
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関西国際空港情報

★関空から韓国へのネットワークが充実します〝
この春、関空から韓園へのこ1旅行がさらに便利にな

ります。

3月28日（日）から大韓航空の関空＝済州便が毎日運航

になり、韓国随一のリゾート地・済州島がますます身

近になりました。そして4月26田（月）からは、関空初就

航の航空会社エアプサンによる関空＝釜山便が新規就

航します。釜山は韓国最大の港湾都市であり、ビジネ

ス・観光にも人気です。

韓国へは、ネットワークが充実した関空からお出か

けください。詳しい運航スケジュールは、関空ホーム

ページをご覧ください。

http：／／wwwkansaトalrPOrtOr．」P／

★「関西空港韓情館」が期間限定でオープン！

旅客ターミナルビル3階に、5月31田旧）末でオープ

ン。韓流スターグッズから韓園食品や韓国民芸品等、

韓園にまつわる商品を取りそろえています。韓国の観

光情報や工ンタメ情報もご提供いたします。
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く
）
　
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
場

合
、
固
定
資
産
税
を
減
額

◎
要
件

①
改
修
工
事
の
費
用
が
3
0
万
円
以

上
の
も
の
。

②
平
成
2
0
年
4
月
1
日
～
平
成
2
2

年
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
行
わ

れ
た
以
下
の
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と
。

㊦
窓
の
改
修
工
事
　
⑦
床
の
断

熱
改
修
工
事
　
⑳
天
井
の
断
熱

改
修
工
事
　
㊤
壁
の
断
熱
改
修

工
事

※
ア
～
工
の
工
事
の
う
ち
、
ア

を
含
む
工
事
を
行
う
こ
と
。

※
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工

事
に
限
る
。

※
ア
～
工
の
改
修
工
事
に
よ
り

消
防
長
藤
野
健
治
氏
に

消
防
庁
長
官
よ
り

功
労
章
を
授
章

●

そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

◎
減
額
範
囲
　
翌
年
度
分
の
改
修

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の
3

分
の
1
。
（
1
2
0
2
m
を
限
度
）

な
お
、
都
市
計
画
税
は
減
額
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
以
外
の
、
新
築
住
宅
に

対
す
る
減
額
措
置
や
耐
震
改
修

に
対
す
る
減
額
措
置
の
適
用
を

受
け
て
い
る
住
宅
は
重
複
し
て

の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
申
請
方
法
　
現
行
の
省
エ
ネ
基

準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ

と
の
証
明
（
※
）
　
を
添
付
し
、

改
修
後
3
ケ
月
以
内
に
、
税
務

課
ま
で
申
告
書
等
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
の
発
行
主
体

建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

ま
た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
　
（
証
明
書
の
発
行
に
は
、
実

費
、
技
術
料
な
ど
に
係
る
証
明

手
数
料
が
必
要
で
す
）

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
減
免
に
つ
い
て
】

高
齢
者
等
に
係
る
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
の
減
免

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
が
困
難
で
あ
る
方
が
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己

居
住
用
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
　
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
減

免
し
ま
す
。

◎
要
件

①
所
有
者
が
寡
婦
（
寡
夫
）
、
特
別

障
害
者
ま
た
は
6
5
歳
以
上
　
（
1

月
1
日
現
在
）
　
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と
。

②
所
有
者
及
び
所
有
者
と
生
計
を

一
に
す
る
す
べ
て
の
方
の
前
年

所
得
金
額
が
、
住
民
税
均
等
割

非
課
税
限
度
額
以
下
で
あ
る
こ

と。
③
自
己
居
住
用
家
屋
の
延
床
面
積

が
7
0
2
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
額

が
5
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
減
免
額
　
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
2
分
の
1
相
当
額
を

減
免
し
ま
す
。

◎
申
請
・
間
合
先
　
納
期
限
の
7

日
前
ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産

税
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
納
付
済
の
税
額
に
つ

い
て
は
還
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

●

～
4
月
3
0
日
（
金
）

・
役
場
教
育
委
員
会
で
配
布
。

◆
受
付
期
間
　
～
4
月
3
0
日
（
金
）

◆
認
定
・
支
給
　
教
育
委
員
会
が

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

★
昨
年
認
定
さ
れ
た
方
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。

【
間
】
学
事
課

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
振
込
み

4
月
期
　
（
平
成
2
1
年
1
2
月
～
平

成
2
2
年
3
月
分
）
　
の
手
当
を
、
大

阪
府
か
ら
4
月
9
日
　
（
金
）
　
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
問
】
す
こ
や
か
推
進
課

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査

の
実
施
さ
れ
る
年
に
、
人
口
動
態

職
業
・
産
業
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
以
下
の
対
象
届
出
の
場
合
に

『
職
業
』
の
記
入
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
届
出
…
出
生
・
死
亡
・
死

産
・
婚
姻
・
離
婚

◆
調
査
期
間
…
平
成
2
2
年
度
中

農
　
　
業
　
【
建
設
課
】

住
民
窓
口
　
【
住
民
課
】

▼
住
民
課
窓
口
で
届
出
を

さ
れ
る
皆
様
へ

▼
水
田
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

個
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が

平
成
2
2
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ます。詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

【
間
】
大
阪
農
政
事
務
所

℡

0

6

・

6

9

4

3

・

9

6

9

1

こ

ど

も

▼
平
成
2
2
年
度
忠
岡
町
立
幼
稚
園

の
保
育
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

【
申
請
が
必
要
で
す
】

1
家
庭
か
ら
、
同
時
に
2
人
以

上
在
園
す
る
場
合
、
第
1
児
は
保

育
料
の
全
額
を
、
第
2
児
以
降
は

保
育
料
の
4
分
の
3
の
額
を
徴
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
1
0

0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
ま

す）
【
間
】
学
事
課

▼
義
務
教
育
就
学
援
助
申
請
受
付

◆
申
請
書
配
布
期
間



●

同じ月内にかかった医療費の自己負担額が高額に

なったときは、申請して認められると、限度額を超

えた分が高額療養費として支給されますが、入院す

る時に、下記の認定証を申請してください。ご負担

額が、限度額までで済みます。

【対象者】
●「限度額適用認定証」（70歳未満の方）

●「標準負担額減額認定証」

（70歳未満の非課税世帯の方）

●「限度額適用・標準負担額減額認定証」

（70歳以上の非課税世帯の方）

※70歳以上の課税の世帯の方は認定証の必要あ

りません。（保険証と高齢受給者証のみ）

●高額療養費受領委任払承認書（外来のみ）
※上記いずれの認定証・承認書も国民健康保険

料の滞納していない方

【必要な書類など】国民健康保険証、認め印、申請

に来られる方の身分証明書

◆高額療養費返金対象者（認定証を発行していない

方含む）には、後日「匡L民健康保険高額療養費申

請書」を送付。届きましたら以下のとおり申請し
てください。

【申請方法】国民健康保険高額療養費申請書（振込

先を記入し、押印したもの）医療費領収書

◆「国民健康保険高額療養費申請書」がお手元に残
っている方は必ず申請してください。（申請期限

があります）

≪間≫　保　険　課

国民健康保険事業の一つとして、国民健康保険に加入されてい

る方を対象に人間ドックの助成を行っていますが、平成22年4月

から、脳ドックの助成も行うことになりました。また、人間ドッ

クの対象者の年齢も変わりました。

【対象者】
●申請時満35歳以上75歳未満の方。（ただし、40歳以上の方は、

特定健診か人間ドックかどちらか一方の受診となる）

●国民健康保険料を滞納していない方。

●申請時に内臓疾患による通院加療を受けていない方。

【受診内容】

●人間ドック・・・身体測定、尿検査、便検査、血液検査、心電図、

腹部エコー、眼科検査、癌検査（子宮、乳房、肺、冒、甲状

腺）など。

●脳ドック…‥・CT、MRI、MRA

【助成額】
●人間ドック…3万円以内（同一年度一回限り）

●脳ドック＝‥‥2万円以内（同一年度一回限り）

【受診機関】概ね上記の受診内容が実施できる保険診療取扱機関

であれば、どの医療機関で受診していただいても結構です。

【助成方法】

●受診前に印鑑と国民健康保険証をお持ちのうえ、申請してくだ

さい。（受診後の申請は受け付けできませんので、必ず受診前

に申請をしてください。）

●人間ドック、脳ドック受診後、領収書を添えて助成請求をして

ください。後日、口座振り込みにて返金します。

℡22－1122（内線221／222）
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▼
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

介
護
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
2
2
年
度

よ
り
収
入
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い

ます。【対象者】

介
護
保
険
料
の
段
階
が
第
3
段

階
の
人
　
（
世
帯
全
員
が
町
民
税
非

課
税
）
　
で
以
下
の
①
～
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
。
た
だ
し
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
。

①
世
帯
の
年
間
収
入
が
次
の
額
以
下

世
帯
人
数
　
1
人
…
1
2
0
万
円

2
人
…
1
7
4
万
円

※
以
降
は
1
人
増
え
る
ご
と
に
5
4

万
円
を
加
算

②
減
免
申
請
者
が
他
の
世
帯
に
属

す
る
者
の
税
ま
た
は
医
療
保
険

の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
。

③
居
住
用
以
外
の
処
分
可
能
な
土

地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。

④
銀
行
預
金
等
（
含
む
国
債
・
地

方
債
）
　
の
元
本
の
合
計
額
が
3

5
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
額
】
申
請
月
か
ら
介
護
保

険
料
第
3
段
階
葛
第
2
段
階
の

額
に
減
免

こ
れ
ら
以
外
に
、
災
害
や
世
帯

の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者

の
死
亡
、
失
業
等
で
、
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
、
保
険
料
第

1
～
7
段
階
の
人
は
徴
収
猶
予
や

●

開
設
日
時
　
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
　
　
1
4
時
～
1
6
時

《内容》

・
日
本
語
で
の
会
話
や
よ
み
か
き

を
中
心
に
学
習

・
外
国
人
に
は
日
本
語
の
学
習
と

交
流
活
動
を
し
ま
す

ひ

　

よ

　

う

　

　

む

h

ノ

よ

う

　

　

き

ょ

う

ざ

い

ひ

　

　

じ

　

っ

　

び

費
用
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

※
随
時
受
付
・
電
話
申
込
可

【
間
】
忠
岡
町
文
化
会
館

℡

0

7

2

5

・

3

3

・

1

1

5

1

▼
国
税
専
門
官
募
集

・
受
験
資
格
　
①
昭
和
5
6
年
4
月

2
日
～
平
成
元
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方
　
②
平
成
元
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
大
学

を
卒
業
及
び
平
成
2
3
年
3
月
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

※
人
事
院
が
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

・
申
込
受
付
　
4
月
1
日
～
1
4
日

（
郵
送
の
場
合
は
4
／
1
4
ま
で

の
消
印
有
効
）

・
第
1
次
試
験
　
6
／
1
3
（
日
）

【
間
】
大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係

℡

0

6

・

6

9

4

1

・

5

3

3

1

に

　

は

　

ん

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

き

ょ

う

し

っ

　

　

　

　

　

　

　

2

▼
日
本
語
よ
み
か
き
教
室
　
　
　
　
5
2

介
護
保
険
【
い
さ
か
い
嘉
課
】

減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
】
　
い
き
が
い
支
援
課

纂



お問い合わせ先

客担当課
℡22－1122

朝議踪叔　みみごすカ、ア

町の福祉医療助成制度
★各医療費の助成をうけるためには申請が必要です。

制　　　度　　　名 ��x������7�������,ﾈ������>�������vR�

乳幼児医療 ����ﾉ���ｲ�・0～3歳児　　　　　⇒通院（乳幼児医療証交付） 

・0～6歳の就学前児童⇒入院および入院時食事療養費 

（診所得制限 
「　′　　　　　　　勺■ ��S���8ﾜ韜�������������?ﾈ�Y,ｨ���������������������ｸ�;��xﾌ�,�+R�

「少 　○ 【担】すこやか推進課（内253） ��SH��hﾜ�,ﾈ��ｧy���;h��?ﾈ��*�.h-�?ﾈ��鳬�磯i|9wｹN��ｸ�;��xﾌ�*�.��
※児童手当（特例給付）の所得制限を準用 

4人（扶養親族等の数）684万円（収入ベース894万円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院　各500円／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

－ひとり親家庭医療費 ����ﾉ���ｲ�・18歳に到達した年度末日までの子とその親の入・通院 

書手 【担】すこやか推進課（内253） ��Y^ｨ��彿.ｸ�YX8��彿.ｸ��{ﾉ�X,ﾈ*(,�*(��,iwｸ支�"�

（塾所得制限 
※児童扶養手当（一部支給）の所得制限を準用 

2人（扶養親族等の数）268万円未満（収入ベース403万円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

障害者医療 ����ﾉ���ｲ�・1～2級の身体障害者手帳所持者（児） 
・重度の知的障害者（児） 

′ 　　　　　　、∈7 ��Y(i7�,ﾉ&ﾙ4���･��(,X���y�ﾈ��･��(詹*��鰄�(�倬��｢�
・中度以上の知的障害者の入・通院一部負担金 

【担】いさかい支援課（内202・203） ���;��xﾌ��

※障害基礎年金（全部支給停止）の所得制限を準用 
本人所得462万円1千円以下（単身の場合・収入ベース645万1千円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり人・通院各500円／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

老　人　医　療 ����ﾉ���ｸ�Y)ｨ��･��(�9|8�h�X-�,h.��X彿.ｸ�9|8�h,ﾉ���ｸ�"�（所得制限については、上記それぞれの医療のとおり） 

一部負担金 ��Y<�.壱隲9���ｸ�(��ｫI�X�,ﾉuﾉf姐�-�ｫI�X�,ﾈｫ8�(,���+x.�9|8,亊h+x.��
法律に基づく結核、自立支援（精神通院）に関する法律に基づく医療を 

等一部助成 假8*�,H*(.倆(�傀ｩ;��xﾌ���gｹ�ﾈ�;�#S冓ﾈ苓決岑�c)�ﾉ�)���｢�②一部自己負担額 

（65歳以上） ��S��9|8ｴ�ｭh*�+ﾘ.�?ﾈ�Y,ｨ��ｦSS��苓���?ｨ�佇�)?ｨﾌ�7��｢�
・弄　　1　あた　1ヶ　　日捉　　2500 

【担】保　険　課（内221・222） ���#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�
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就
業
支
援
講
習
会

受
講
者
募
集

～
母
子
家
庭
の
母
等
へ
～

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

定
　
員
　
2
0
名

期

　

間

　

7

／

2

4

～

1

0

／

9

毎
土
曜
日
　
（
全
1
0
回
）

1
0
時
～
1
6
時

受
講
料
　
1
万
円
（
教
材
費
等
）

会
　
場
　
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付
期
間
　
5
／
2
4
～

6
／
2
4
　
（
消
印
有
効
）

②
総
務
事
務
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

定
　
員
　
2
0
名

期
　
間
　
7
／
2
4
～
1
1
／
1
3

毎
土
曜
日
　
（
全
1
3
回
）

1
0
時
～
1
5
時

受
講
料
　
5
千
円
（
教
材
費
等
）

会
　
場
　
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付
期
間
　
5
／
2
4
～

6
／
2
4
　
（
消
印
有
効
）

■
往
復
は
が
き
に
よ
る
申
込
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
間
】
母
子
家
庭
等
就
業
・
白

支
援
セ
ン
タ
ー
立

℡

0

6

・

6

7

6

2

・

9

4

9

8

管
内
で
お
さ
す
や

自
転
車
盗
が
発
生
中
！

ご
近
所
で
の
声
か
け
や
二
重

ロ
ッ
ク
な
ど
で
防
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
不
審
に
感
じ
た
ら

1

1

0

番

へ

！

泉

　

大

　

津

　

警

　

察

　

署

泉
大
津
警
察
署
管
内
防
犯
協
議
会



【一般会計及び特別会計の財政状況（主として普通会計に係るもの）】（百万円）

歳入 俐頽��形式 収支 們����轤�他会計から の繰入金 �&饑ｸﾜ(�8ﾘ"�備　　考 

一　般　会　計 塗�3CsR�6，745 ��##s��△273 �3��7，837 舒霎�*�.s3��U9iﾈ苓ﾄｩ?ﾂ�

浜霊園事業 特別会計 湯�9 ���1 唐�58 ��

※端数処理の関係上、合計

は一致しない場合があり

ます。詳しくは、町ホー

ムページをご覧いただく

か企画財政課までお問い

合わせください。

【上記以外の特別会計の財政状況（公営事業会計に係るもの）】　　　　　　　　　　　　　（百万円）

総収益 ��ﾙN���純損益 倬�ｾ��疫ﾘｧｨ�YW2�他会計から 舒仂hﾜ(��&饑ｸﾜ(�｢�左のうち一般会 儖X��ﾖﾂ�
（歳入） ��俐頽��｢�形式収支 ��ｸｧｨ�們���辷�｢�の繰入金 侏ｸﾝﾘﾘ"�計等繰入見込額 

水道事業会計 �3釘�372 �#"�82 ���354 �"�法適用企業 

下水道事業 特別会計 ��俐�?ﾈ�｢���3##b�（歳出） 1，260 ��#3B�△1 鉄s��10，241 度�3#���基金から1 百万円繰入 

国民健康保険事 業勘定特別会計 ��俐�?ﾈ�｢���3��R�（歳出） 2，071 ��#�cb�△239 ��3B�0 ��� 

老人保健 特別会計 ��俐�?ﾈ�｢��途�（歳出） 203 ��#R�△5 ��2�0 ��� 

後期高齢者医療 特別会計 ��俐�?ﾈ�｢�#cr�（歳出） 265 �2�3 ��Cr�0 ��� 

介護保険 特別会計 ��俐�?ﾈ�｢���3�#r�（歳出） 997 �3��30 ��CR�0 ��� 

【関係する一部事務組合等の財政状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

歳　入 俐�����形式収支 們���轤�他会計等か �&���_ｲ�左のうち一般会 儖X����ﾖﾂ�

（総収益） ����ﾙN���｢�（純損益） ��儻9|xﾜ)k��｢�らの繰入金 俐(�8ﾘ"�計等負担見込額 

泉州水防事務組合 鼎��40 途�7 ���0 ��� 

大阪府後期高齢者医療 広域連合（一般会計） 鼎x�ﾃR�436 �3��38 �#��0 ���基金から10百 万円繰入 

大阪府後期高齢者医療広域連合 （後期高齢者医療特別会計） 田3��3#湯�633，595 滴�3s�R�4，705 ���333r�0 ���基金から1，115 百万円繰入 

【第三セクター等の経営状況及び地方公共団体の財政的支援の状況】　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

当該団体からの損失
補償に係る債務残高

当該団体からの債務
保証に係る債務残高

当該団体か
らの貸付金

当該団体か
らの補助金

当該団体か
らの出資金

忠岡町開発協会

将来負担比率実質公債費比率連絡実質赤字比率実質赤字比率
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【

問
】

【財政指数】

●

現
在
、
大
阪
府
で
は
、
平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
4

年
度
の
3
年
間
で
　
「
全
市
町
村
に
特
例
市
並
み
の

権
限
移
譲
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成
2
2
年
4
月
か

ら
以
下
の
5
つ
の
事
務
を
受
け
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
2
3
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
住
民

生
活
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
事
務
の
受
入
れ
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
平
成
2
2
年
4
月
か
ら
受
入
れ

◎
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
関
す
る
事

務
　
　
　
　
　
　
（
担
当
課
・
企
画
財
政
課
）

◎
ガ
ス
用
品
販
売
事
業
場
の
立
入
検
査
等

（
担
当
課
…
自
治
推
進
課
）

◎
電
気
用
品
販
売
事
業
場
の
立
入
検
査
等

（
担
当
課
…
自
治
推
進
課
）

◎
身
体
障
か
い
者
相
談
員
・
知
的
障
か
い
者
相

談
員
へ
の
相
談
等
業
務
の
委
託

（
担
当
…
い
き
が
い
支
援
課
）

▼
平
成
2
2
年
7
月
か
ら
受
入
れ

◎
社
会
福
祉
事
業
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
）
開
始
の
届
出
の
受
理
等

（
担
当
課
…
社
会
教
育
課
）

町
長
公
室
政
策
推
進
担
当

（
各
事
務
に
関
し
て
は
各
担
当
課
ま
で
）

町
で
は
水
洗
化
を
推
進
し
て
い
ま
す

水
洗
工
事
に
は

「
助
成
金
・
融
資
制
度
」
　
が
あ
り
ま
す
。

【
間
】
下
水
道
課



二∴†牽顛高齢者医療嘲廃水倒す冬奉知＿らせi言 

∴凍瘡をを年轟から疇疇料率ポ変わ鳩車 

大阪府後期高齢者医療広域連合では、平成22年度から保険料率が変わります。
（平成22年2月の広域連合議会で審議され、平成22・23年度の保険料率が決定されました。）

保　険　料（年額）

（限度額50万円）

被保険者均等割額
被保険者1人当たり

49．036円

所　得　割　額

被保険者の所得×所得割率

9．34％

◆世帯の所得水準に応じて保険料の被保険者均等割額（49，036円）が軽減されます。

所　得　の　判　定　区　分 劔軽減割合 佗侏夷8,ﾉNﾙ]ｸﾊ�"�ｼ�9乖Hｧｨ�僖隗ｨ�｢�

世帯（同一 舒��(ﾕH�ｧ｢�当該世帯の被保険者全員 の各所得（ただし、公的 ��冷�9割 滴�3��8冷�

世帯内の被 保険者と世 帯主）の総 ���39iﾈ苓�ｨ-ﾈ,R�年金等控除額は80万円と して計算する） 

0円でない 嶋�CXｨB�7，355円 

【基礎控除額（33万円）＋24．5万円×被保険者数 剴XｨB�24，518円 

所得金額等 ��儂ﾙ]ｸﾊ�(,X*�.��)��皦/��*ﾘ�ｨ�ｨ-ﾈ,R�
て基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者の数】まで 剴(ｨB�39，228円 

◆所得割額の賦課対象者のうち、所得割額算定にかかる被保険者の所得が58万円以下（年金収入のみの場合

は、その収入が211万円以下）の方については、所得割額が5割軽減されます。

◆後期高齢者医療制度に加入する前日において、会社の健康保険や共済組合、船員保険の被扶養者であった方

については、当分の間、所得割額は課されず、被保険者均等割額が9割軽減されます。

※平成22年度の特別徴収（4月・6月・8月）の仮徴収は平成20・21年度の料率で算定します。また、普通徴収の4

月から6月までの仮徴収は行わず、7月の本徴収から納付していただくことになります。
なお、平成22年度の（特別徴収及び普通徴収）保険料決定額通知書等は7月上旬に送付いたします。

後期高齢者医療制度の被保険者について

対象となる方

◆75歳以上の方・・・75歳になられた方は、それまで

加入していた医療保険の種別に関わらず、被

保険者となります。

◆65歳から74歳の方で申請により広域連合が一定

の障害があると認めた方…現在加入の医療保

険と後期高齢者医療保険の選択ができます。
一定の障害の程度とは？

・国民年金法等における障害年金の1・2級

・身体障害者手帳の1・2・3級および4級の一部

・精神障害者保健福祉手帳の1・2級

・療育手帳のA

（17）

人態ドック費問の1部助成について

大阪府後期高齢者医療広域連合では、平成22年度か

ら被保険者を対象に26，000円を限度として人間ドック

受診費用の一部助成事業をはじめます。

申請については、平成22年4月1日から役場保険課

窓口で受け付けますので、平成22年4月以降に受診さ

れた人間ドックの領収書、検査結果通知書等、被保険

者証、口座情報のわかるもの、印かんをご持参くださ

い。（支給は後日となります。）ただし、申請は、同じ

年度で一回限りです。また、人間ドックを受診された

方は、健康診査を受ける必要はありません。

※人間ドックを受診された方は、申請されるまでの

間、領収書等を大切に保管願います。

◎制度全般に関すること…大阪府後期高齢者医療広域連合　事務局

保険料、被保険者資格、被保険者証等に関すること 資格管理課 ℡「06－4790－2028

給付事務、保健事業（健康診査）、医療費通知、レセプト点検に関すること 給　付　課 ℡06－4790－2031

事務局庶務、予算編成・経理、広域連合議会、広報広聴に関すること 総務企画課 ℡06－4790－2029

◎保険料の納付、その他各種届出に関すること…忠岡町役場健康福祉部保険課　℡0725－22－1122
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保
険
料
の

軽
減
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
先
〃
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春
の
地
域
毎
全
運
動

期
間
　
4
月
2
1
日
㈱
～
3
0
田
鹿

●
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
犯
罪
の
防
止

●
子
ど
も
と
女
性
を
対
象
と
す
る
犯
罪
の
被
害
の
防
止

●
空
き
巣
等
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
窃
盗
の
被
害
の
防
止

☆
特
に
、
泉
大
津
警
察
署
管
内
で
は
、
車
内
に
置
き
忘
れ
た
貴
重
品
や

カ
ー
ナ
ビ
な
ど
を
盗
む
「
車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い
」
　
の
被
害
が

増
加
し
て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
駐
車
場
や
そ
の
周
辺
は
、
で
き
る
限
り
明
る
く
す
る
。

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
少
し
の
時
間
で
も
車
内
に
バ
ッ
グ
等
を
放
置

し
な
い
。

・
駐
停
車
の
際
に
は
、
僅
か
な
時
間
で
も
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

・
車
に
は
盗
難
防
止
装
置
な
ど
を
取
り
付
け
、
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
を
掛

ける。

・
不
審
者
（
車
）
を
見
か
け
た
ら
、
直
ぐ
に
1
1
0
番
通
報
す
る
。

★
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
ネ
ジ
は
、
泉
大
津
警
察
署
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

車
内
に
も
の
を
置
か
な
い
「
車
内
か
ら
っ
ぽ
宣
言
！
」

駐
輪
場
や
道
路
上
な
ど
に
停
め
て
い
る
自
転
車

を
盗
む
「
自
転
車
盗
」
　
の
被
害
も
増
加
し
て
い
る

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
盗
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
ま
ず
、
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

・
丈
夫
な
鍵
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

・
路
上
駐
輪
を
や
め
ま
し
ょ
う

∩
旧
釦
奮

新
規
学
卒
者
を
採
用
さ
れ
た

企
業
の
み
な
さ
ま
へ

忠
岡
町
新
規
学
卒
就
職
者
激
励

委
員
会
（
町
内
企
業
、
忠
岡
町
、

商
工
会
で
構
成
）
　
で
は
、
毎
年
忠

岡
町
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
新

規
学
卒
者
に
地
場
産
業
製
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

忠
岡
町
の
企
業
に
新
し
く
社
会
人

と
し
て
就
職
さ
れ
た
皆
様
を
歓
迎

し
応
援
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
実
施

は
該
当
者
把
握
の
関
係
上
5
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

委
員
会
ま
で
企
業
名
、
氏
名
を
ご

連
絡
（
登
録
）
　
く
だ
さ
い
。

登
録
締
切
　
4
月
1
6
日
（
金
）

【
間
】
忠
岡
町
商
工
会

（
激
励
委
員
会
事
務
局
）

T

E

L

　

3

3

・

3

2

0

8

F

A

X

　

3

2

・

4

8

8

0

忠
岡
川
柳
会
（
㌘
」
）

鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

○
だ
い
き
ら
い
憎
い
切
な
い
顔
見
た
い
　
　
　
　
　
杉
谷
　
晶
三

※
ま
こ
と
大
胆
か
つ
乱
暴
な
切
り
口
の
句
で
す
が
恋
し
て
止
ま
ぬ
女
性
を
端

的
に
表
現
し
て
い
る
と
評
価
し
ま
す
。

・
サ
イ
ク
ル
バ
ー
等
固
定
物
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
で
固
足
し
ま
し
ょ
う

★
ド
ロ
ボ
ー
が
嫌
う
も
の

～
「
音
」
「
光
」
「
人
の
目
」
「
時
間
が
か
か
る
こ
と
」

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

泉
大
津
警
察
署
・
泉
大
津
警
察
署
管
内
防
犯
協
議
会

●

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
2
月
号
5
ペ
ー
ジ
の
会
計

別
決
算
状
況
の
表
中
、
水
道
事
業

会
計
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

歳
入
決
算
額
3
9
4
、
2
0
3
千
円

歳
出
決
算
額
3
7
2
、
5
3
8
千
円

差

引

額

　

　

　

2

1

、

6

6

5

千

円

（広報）

○
学
び
舎
で
窓
ご
し
見
つ
め
る
恋
も
あ
る

○
恋
風
邪
と
言
わ
れ
て
み
た
い
花
粉
症

反
対
で
ま
す
ま
す
い
や
増
す
恋
心

恋
も
醒
め
熟
つ
熟
つ
鍋
で
ふ
っ
切
る
夜

老
い
て
な
お
恋
の
火
照
り
を
も
て
余
し

公
園
の
散
歩
も
恋
の
一
ペ
ー
ジ

恋
し
す
ぎ
変
に
な
っ
た
か
ス
ト
ー
カ
ー

同
窓
会
焼
け
棒
杭
に
火
が
つ
い
た

初
恋
が
今
じ
ゃ
隣
で
大
軒

喧
嘩
す
る
老
婦
も
昔
恋
女
房

恋
し
て
も
一
方
通
行
咲
か
ぬ
花

恋
破
れ
赤
提
灯
の
苦
さ
酒

会
え
な
い
が
い
つ
も
会
っ
て
る
夢
の
中

片
思
い
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
ブ
と
美
化
し
て
る

甘
酒
で
ひ
と
り
私
は
恋
機
嫌

若
返
る
恋
の
妙
薬
今
ほ
し
い

年
重
ね
故
郷
恋
し
桜
島

赤
鬼
も
恋
す
り
ゃ
余
計
赤
く
な
る

初
心
で
し
た
あ
な
た
に
恋
し
た
あ
の
頃
は

抽
斗
に
そ
っ
と
逢
う
場
所
逢
う
時
間

烏

谷

　

　

猛

神
山
　
芳
子

砂
原
　
久
子

上
田
　
克
子

川
崎
ア
イ
子

山
田
　
典
和

正
木
　
伸
明

細
谷
　
英
樹

西
川
　
粋
謡

勝
又
栄
美
子

吉
田
　
友
三

岡

川

　

　

衛

橋
口
美
恵
子

吉
田
　
光
子

大

槻

　

　

緑

藤
田
志
津
恵

上
川
　
睦
男

西
川
リ
ヨ
子

藤
本
ト
ミ
エ

選

　

　

　

者

5
月
号
題
　
『
大
』
　
4
月
5
日
締
切

6
月
号
題
『
食
』
　
5
月
5
日
締
切

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
「
〒
莞
干
宍
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
應
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
4
月
1
8
日
　
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

や
ハ
桧
、
八
八
年
毎
ノ
∴
ぢ
／
八
年
ん
重
石
等
、
毎
／
惑
」
八
時
ハ
カ
ヤ
毎
ノ
承
1
八
尋
毎
／
導
ノ
傘
ノ
蕪
畑
等
毎
ノ
毒
／
恵
ハ
ん
蛇
、
（
率
ノ
垂
ノ
遼
八
八
棺
1
ハ
1
率
′

●
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忠
岡
町
句
会

雛
の
日
を
待
た
で
逝
か
れ
し
人
偲
ぶ

鉢
楢
の
土
の
端
よ
り
地
虫
出
づ

啓
蟄
の
誘
ひ
の
電
話
相
つ
ぎ
ぬ

蒲
公
英
の
架
へ
は
風
の
丸
く
吹
く

早
や
地
虫
見
つ
け
て
を
り
し
鶴
の
眼

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

西
谷
　
祥
子

花
野
　
久
子

赤
松
　
朝
子

藤
野
　
清
子

た
ん
ば
ば
の
丈
低
く
し
て
風
の
中

一
茶
句
碑
越
ゆ
筆
塚
や
梅
百
花

朗
報
の
届
き
て
午
後
や
山
笑
ふ

入
園
児
傘
が
歩
く
と
言
は
れ
つ
つ

そ
の
中
に
一
人
傘
な
く
春
の
雨

別
世
界
作
る
捏
盤
図
平
成
に

踏
ま
れ
て
も
す
ぐ
立
ち
直
る
若
草

●

田
辺
千
鶴
子

竹
中
三
津
子

前
川
　
絹
代

奥

野

一

郎

金
田
　
芳
子

田
辺
紗
登
子

松
島
　
信
雄

待
ち
佗
び
る
季
節
の
走
り
蕗
の
董

梅
真
白
つ
ひ
に
逢
へ
ず
に
寿
子
の
計

留
守
電
に
雛
の
祭
の
招
き
あ
り

一
軸
の
雛
の
気
品
に
偲
び
け
り

花
野
　
昭
子

西
村
　
瑞
穂

高
橋
あ
い
子

横
井
恵
美
子

次
回
　
四
月
八
日
（
木
）
　
常
然
寺
　
締
切
二
時

兼
題
　
虚
子
忌
・
仏
生
会

套

套

し

参

事

学

童

麦

藁

套

挙

沫

妻

涼

患
周
後
教
毅
竺
幕
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

走
り
ゆ
く
介
護
車
に
今
は
救
わ
れ
ぬ
夫
の
み
な
ら
ず
介
護

の

わ

れ

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

※
旦
那
さ
ま
を
お
乗
せ
し
走
っ
て
ゆ
く
介
護
車
を
見
送
り
な
が
ら
作

者
は
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
お
ら
れ
る
。
四
句
結
句
の
表
現
か
ら
作

者
が
日
々
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
仰
し
ゃ
ら
ず
と
も
渉
み
出

て
い
る
。
高
齢
化
社
会
の
今
、
一
層
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
望
ま
れ
る
。

来
し
方
を
語
り
続
け
て
夜
の
更
く
働
く
夫
の
四
十
余
年
を

原
田
　
和
子

※
こ
夫
妻
共
に
元
気
に
楽
し
く
そ
し
て
懐
か
し
く
話
さ
れ
て
い
る
様

子
を
お
も
わ
せ
る
。
お
話
が
弾
ん
で
夜
が
更
け
て
き
た
が
未
だ
尽

き
る
事
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
四
十
年
を
超
え
て
働
き
続
け
て
下

さ
っ
た
旦
那
様
へ
の
感
謝
の
気
符
も
余
情
と
し
て
伝
わ
り
ま
す
。

店
前
に
障
子
を
洗
い
並
ぶ
れ
ば
ガ
ラ
ス
障
子
に
春
の
日
光

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

※
早
春
の
、
風
は
冷
た
く
て
も
陽
射
し
の
暖
か
い
店
の
前
に
並
べ
ら

れ
た
ガ
ラ
ス
障
子
が
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
る
。
水
の
粒
子
と
共

に
誇
り
を
も
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
作
者
の
充
実
感
も
光
っ
て

い
る
。
単
純
化
さ
れ
力
強
く
詠
ま
れ
て
い
る
仕
事
の
歌
の
魅
力
。

ス
ケ
ー
ト
の
ゴ
ー
ル
決
め
つ
る
長
島
の
胸
の
フ
ァ
ス
ナ
ー

下

ろ

す

快

感

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

如
月
の
ひ
と
日
狂
言
「
棒
し
ぼ
り
」
　
い
く
た
び
観
る
も
お

も

し

ろ

お

か

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

「
寄
り
添
い
て
や
れ
ず
す
ま
ぬ
」
と
師
の
手
紙
胸
熱
く
し

て

三

度

も

読

み

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

立
春
の
過
ぐ
れ
ど
寒
さ
行
き
来
た
り
草
木
も
凍
つ
る
今
朝

の

冷

た

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

雛
飾
り
や
さ
し
き
お
顔
愛
で
な
が
ら
健
や
か
な
れ
と
祝
ぐ

初

節

句

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

地
場
不
況
の
失
業
と
聞
く
新
し
き
職
場
へ
の
道
の
友
の
手

に

ざ

る

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

観
梅
の
約
束
す
れ
ど
こ
の
陽
気
休
日
ま
で
は
花
散
ら
ず
あ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

際

コ

ズ

エ

お
も
む
ろ
に
心
み
が
か
ん
古
希
を
過
ぎ
師
と
あ
お
ぎ
た
き

人

と

の

出

合

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

猫
同
志
縄
張
り
争
い
悲
惨
な
り
負
け
て
身
を
引
く
う
し
ろ

影

見

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

早
春
の
池
畔
を
わ
た
る
風
の
な
か
羽
を
や
す
む
る
白
鳥
ま

ぶ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

苦
労
な
し
入
試
に
打
ち
勝
ち
母
子
家
庭
涙
の
に
じ
む
合
格

通

知

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

復
員
の
夫
の
収
入
足
り
づ
ら
く
実
家
の
呉
服
売
り
初
め
に

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

雪
に
輝
る
恵
那
山
拝
し
諏
訪
湖
へ
と
旅
の
期
待
は
ふ
く
ら

み

て

行

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

意

御
住
職
の
突
然
の
死
に
唯
涙
な
み
だ
な
み
だ
に
顔
も
く
ず

れ

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

「
あ
ん
だ
ん
て
」
な
る
店
開
く
マ
ス
タ
ー
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト

を

吹

き

い

し

と

語

る

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

傷
口
の
再
縫
合
は
横
に
な
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
る
楽
し
む

時

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

C
セ
ブ
ン
F
ド
ミ
ナ
ン
ト
鍵
盤
を
打
て
ば
忽
ち
吾
の
夢
世

界

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子
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平成22年度　く　すのき学園

健康でより楽しく、ゆとりと生きがいのある豊かな

日常生活おくりませんか。お気軽にご参加ください。

場　所　文化会館他　　定　員　25名（申込順）

材料代　3000円（申込後の返金はできません）

申込み　4／7～25に参加費を添えて事務所まで

《日　程　表》

① 店ﾈ��)?ｨ���X�｢�講演と転倒予防体操 

② 店ﾈ��9?ｨ�冦��｢�正木美術館見学　『天遊』 

⑨ 塗ﾈ�9?ｨ�冦��｢�講演：少子高齢化社会と私た 
ちの暮らし 

④ 塗ﾈ��y?ｨ�冦��｢�太　極　拳 

⑤ 塗ﾈ�#I?ｨ�冦��｢�古典の面白さ　Part2 

⑥ 度ﾈ��?ｨ�冦��ｨ���陶芸入門 

⑦ 度ﾈ��I?ｨ���X�｢�季節の料理 

⑧ 度ﾈ�#)?ｨ�冦��｢�川柳教室 

⑨ 度ﾈ�#�?ｨ�冦��｢�みんなで楽しく歌いましょう 

⑩ 嶋ﾈ綺?ｨ�冦��｢�意見交換会 

※時間は　⑥・⑦→10時～12時

その他→13時30分～15時30分

●

本
と
の
出
会
い

忠
岡
町
図
書
館

h
開
館
時
間
】

水
～
日
曜
日
　
　
1
0
時

新
着
図
書
案
内

《一般書》

上
手
に
傷
つ
く
た
め
の
レ
ッ
ス
ン

香

山

　

り

力

絶
滅
危
惧
の
生
き
も
の
観
察
ガ
イ
ド

川
上
　
洋
一

数
学
の
秘
密
の
本
棚

イ
ア
ン

図
説
　
シ
ョ
パ
ン

風
の
詩

ナ
二
カ
ア
ル

深
重
の
橋
　
上
・
下

身
命
を
惜
し
ま
ず

セ
シ
ル
の
も
く
ろ
み

魔
物
が
棲
む
町

銀
河
に
口
笛

ロ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル

ス
チ
ュ
ア
ー
ト

伊
熊
よ
し
子

星
野
　
富
弘

桐
野
　
夏
生

澤
田
ふ
じ
子

津

本

　

　

陽

唯

川

　

　

恵

佐
藤
　
雅
美

朱
川
　
湊
人

上
・
下

ブ
ル
ー
ス
・
‖
コ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン

さ
く
ら
の
下
の
さ
く
ら
の
ク
ラ
ス

宮
川
　
ひ
ろ

落
語
絵
本
　
か
え
ん
だ
い
こ

川

端

　

　

誠

よ
う
ち
え
ん
の
は
る
・
な
つ
・
あ
き

・

ふ

ゆ

　

　

　

　

　

　

ふ

し

た

ひ

お

こ

ひ
み
つ
だ
か
ら
ージ

ョ
ン
・
パ
ー
二
ン
ガ
ム

は

る

で

す

よ

　

　

　

　

広

野

多

珂

子

タ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

オ
ス
カ
ー
天
国
へ
の
旅
立
ち
を
知

ら
せ
る
猫
　
デ
イ
ウ
ィ
ツ
ド
・
ド
ー
サ

《児童書》

集
め
て
調
べ
る
川
原
の
石
こ
ろ

渡

辺

一

夫

虫
の
目
で
狙
う
奇
跡
の
一
枚

栗

林

　

　

慧

わ
た
し
が
国
家
に
つ
い
て
語
る
な
ら

松
本
　
健
一

だ
い
た
い
い
く
つ
？

「
村
上
春
樹
」
特
集

ま
も
な
く
「
1
Q
8
4
」
　
の
続

編
も
刊
行
予
定
で
す
。
小
説
だ
け

で
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
、
翻
訳
書
な

ど
も
集
め
ま
し
た
。

★
C
D
も
増
え
て
い
ま
す

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
本
町
在
住
の
方
が
出
版
さ
れ
た

図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
言
葉
R
O
C
K
I
・
Ⅱ
」

八
田
　
崇
範
／
著

（
閲
覧
・
貸
出
で
き
ま
す
）

●

男
女
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

春
の
お
も
て
な
し
料
理

と

　

き

　

4

／

2

41
0
時
～
1
3
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

材
料
代
　
7
0
0
円

申
込
み
　
4
／
8
～
1
8
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

※
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き

ま
せ
ん

生
活
セ
ミ
ナ
ー

～
生
ご
み
減
量
作
戦
～

①
4
／
1
4
㈱

暮
ら
し
の
中
の
E
M
活
用

②
4
／
2
1
㈱

ハ
ー
ブ
等
の
寄
植
え

③
4
／
2
8
㈱

食
と
暮
ら
し
の
健
康
に
つ
い
て

④
9
月
頃
　
社
会
見
学

（
和
歌
山
方
面
）

じ
か
ん
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
1
階
視
聴
覚
室

定
　
員
　
3
0
名

材
料
代
　
7
0
0
円

（
社
会
見
学
費
は
後
日
請
求
）

申
込
み
　
4
／
4
～
1
1
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

家
庭
や
学
校
で
は
学
べ
な
い
活

動
と
体
験
を
と
お
し
て
社
会
に
奉

仕
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。

■
募
集
対
象
　
小
学
2
年
生
以
上

の
男
女
。

～
ぜ
ひ
体
験
入
隊
を
！
～

【
間
】
　
℡
2
1
・
2
4
6
6
（
六
辻
）

貫
化
合
能
の
ク
ラ
ブ
紀

ノ
　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
、

事
務
所
に
ク
ラ
ブ
案
内
の
チ
ラ

シ
を
置
い
て
い
ま
す
。
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。



スポーツをつうじて
旧とからだを鍛えよう！

おもに小学生を中心に活動しています
（一部中学生・小学生以下も対象としています）

※見学申込は保護者同伴で練習場へ

【お問い合わせ先】

教育委員会
缶22－1122

団　　　名 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・　時　間 剞¥　込　方　法 

少　林　寺　拳　法 ��8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��（丑毎週火曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 
②忠小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���c����#��c���

空　‾　　　　　　手 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日　19：00～21：00 剽繒K会場へ 

パ　ス．ケ　ッ　ト ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��（丑毎週月曜日　19：00～21：00 剽繒K会場へ 
②忠小体育館 ��h員I�Yvｩ?｣���c����#��c���

忠岡テットシリアス （軟式野球） ��Y,9�ﾈ憖�ﾈﾏh��9��毎週土・日曜日　9：00～17：00 剽繒K会場へ 

サ　　ッ　　カ　　ー ��8ﾈ抦暮:��｢�①毎月第3日曜H　9：00～正午 刹g田　℡21－5207 
（卦忠小運動場 ��h以��c)?ｩvｩ?ｨ����c�����8ﾍ��
（参河川敷グラウンド �)h以��c�?ｩvｩ?ｨ����c�����8�c���俘)Ix��xC38�ﾃCCcR�

④町民グラウンド �9�cI7况ｩ?ｨ��������x�c������c���

剣　　　　　　　　道 ��祢8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日18：30～21：00 剽繒K会場または 湯上℡22－7387 ②忠小体育館 ��h員Hｾ�vｩ?｣���c3���#��c���

③東小体育館 �)h員I7况ｩ?｣�x�c����#��c���

ソ　フ　ト　テ　ニ　ス ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�毎週火・木曜日19 �����#��c���練習会場へ 

忠　岡　ボ　ー　イ　ズ ��iVﾉ�c(4�8�4X986�9��毎週水曜日　　16 ��������練習会場へ 

（中学・硬式野球） 剿�T土・日曜日　9 ������

ア　　ジ　　ャ　　タ �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週火曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 

スポーツをつうして、心と体をリフレッシュ！

お気軽にご参加ください

種　　　　目 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・　時　間 剞¥　込　方　法 

バ　ド　ミ　ン　ト　ン �(傅ﾉ�ﾈ支ｭ��毎週火曜日19：00～21 ����練習会場へ 

少　林　寺　拳　法 ��8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 
②忠小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���c����#��c���

空　　　手　　　道 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日　19：00～21：00 剽繒K会場へ 

剣　　　友　　　会 ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日18：30～21：00 剽繒K会場または 湯上℡22－7387 ②忠小体育館 ����ih員Hｾ�vｩ?｣���c3���#��c���

（卦東小体育館 �)h員I7况ｩ?ｨ���x�c����#��c���

バ　レ　ー　ボ　ー　ル ��(�(i�ﾈ支ｭ���佛I[h嶌檍ｭ佗��:齏｢�（∋毎週水曜日19：00～21：00 ②第1・2・3土曜日9：30～ 第4土曜日13：30～16：30 剽繒K会場へ 

健　　康　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:齏｢�毎週水曜日13：30～15：30 毎週金曜日9：30～11：30 剽繒K会場へ 

ソ　ラ　ト　ポ　ー　ル 丿X6��ｸ8�����剔O田　℡21－2410 

整　　美　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:驂｢�毎週木曜日　19：00～20：30 剽繒K会場へ 

卓　　　　　　　　球 仂驗ｩ�(晳D�7ｨ�ｸ8��毎週土曜日19：00～20：45 毎週木曜日19：00～20：45 剽繒K会場へ 

：「　　　　　　　　　　　ス・ ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�平　日　9：00～17：00 刄Wロースポーツ 
日・祝10：00～17：00 刧�32－6466 

サ　　ッ　　カ　　ー ��傴)*ﾉj�4�8�4X986��①第4土曜日　7：00～9：00 剴≡ﾜ℡32－1775 高迫℡33－4465 ②大津川河川公園 ���c�?ｩvｩ?ｨ����c�����8ﾍ��

③東小体育館 �)h員Hｾ�vｩ?｣���c����#��c3��

ゲ　ー　ト　ボ　ー　ル 侏ｹ&��8�8�8���X､�,X.�����齷u(�｢�刄Qートボール場 

ソフトバレーボール �8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��毎週水曜日　19：00～21 ����練習会場へ 

バスケットボール 倡i(i�ﾈ支ｭ��毎週金曜日19：00～21 ����練習会場へ 
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麻しん風しん予防接種について　保健センタ＿

下記の方が対象となります。接種を希望する保護者の方（接種
を受ける人が既婚者の場合は本人）は、町内医療機関にお申し込

みください。予診票は4月下旬に保健センターより個別通知いた

します。

◆接種対象：①来年度小学校に入学する幼児

喜く

●

●

（H16年4月2日～H17年4月1日に生れた人）

②中学1年生相当の年齢の人
（H9年4月2日～Hl0年4月1日に生れた人）

③高校3年生相当の年齢の人

（H4年4月2日～H5年4月1日に生れた人）

◆接種期間：H22年4月1日～H23年3月31日

◆接種方法：下記の医療機関に予診票を持参し、接種を受けてく
ださい。予診票は、4月下旬に保健センターより個別通知を

いたします。予診票がない場合は、保健センター、医療機関

にもおいていますので、来院時に記入していただいても結構

です。ただし、当日記入の場合は、保護者同伴に限ります。

保護者が同伴できない場合は、必ず事前に予診票を記入いた
だき、保護者の自署欄にサインをした予診票をお子さんに持

参させてください。（ただし、中1、高3相当の人のみ）

【ご注意】・費用は無料です。
・母子手帳を忘れずにご持参ください。母子手帳がない場合は、

接種時に医療機関に申し出てください。

接種する人が既婚者の場合は、保護者のサイン、

同伴は必要ありません。

妊娠中の方、妊娠している恐れのある方は接種を

受けることはできません。

像
謬

整

・接種を受けたあと2ヶ月間は妊娠を避けてください。

・接種の際は必ず医療機関にご予約の上、来院ください。

●麻しん風しん予防接種実施医療機関一覧●
安藤外科整形外科医院　　忠岡東1－39－29　　　℡22－5515

お　く　だ　医　院　　忠岡東1－21－27　　　日「31－0728

中川こどもクリニック　　忠岡東2－22－15－13　℡22－1611

広部クリ　ニ　ック　　忠岡東1【40－25　　　℡32－1831

真　　鴫　　医　　院　　忠岡東1－15－17　　　℡32－2481

村　　田　　内　　科　　高月北2－16－34　　　℡46－3700

や　　ぎ　　医　　院　　忠岡東1－7－6　　　℡23－8864

八木レディースクリニック　　忠岡東1－22－39　　　℡20－0312

粧　4月の母子手帳発行分より、
攣／～　　妊婦健診の助成の回数が10回から14回に変わります。

金額は、2500円×14回です。

受診券は、母子手帳交付時にお渡しします。H22年3月31日以前

に保健センターにおいて母子手帳を受け取られた方については、

追加分の受診券（4枚）をご自宅に郵送します。

莞・吾至宝恵吾妻彗寅㌘行されていない妊婦の方は、保健センタ‾ま
り・転入の方で、前任地においてすでに11回以上の助成を受けている

せ．．；∴－　＿　．言…．．．一こ．＿

・日日－◆役拐の各種相談◆・一一一一一一

【法律相談】4／28粥13　30～

役場3階交流センター　当日9時から

電話受付（先着6名）

自治推進課　℡22－1122

【行政相談】電話受付（自治推進課）
℡22－1122

【人権相談】4／20快）13　30～15　30

いき力てい支援課横相談室16田陸ほで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和堂で

随時相談に応じています。

【労働相談】4／15休）13●30～15－30

直接いきがい支援課横相談室へ

【消垂生活専門相談】毎週月曜・木曜日
（第3週は金曜日）13　00～15：30

直接役場3階三一ティンクルームへ

【女性の悩み】4／14挑）13：00～16：00

文化会館3階相談室10日陰）16：00ま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】
すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【介護・高齢者福祉】

地域包括支援センター　　　空i32－0294

総合福祉センター　　℡22－0350

●さくらまつり　　4／2働10：30～

●なつかしの映画会4／6㈹13：30～

●パンパ一会　　　4／13㈹13：30～

●交通安全教室　　4／22㈱13：30～

●カラオケ会　　　4／27㈹13：30～

☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～

☆寓碁・将棋　　火・木　13：00～

☆大正琴　　　　第1・3木10：00～

東忠岡老人いこいの家℡22－1567

●交通安全教室　　4／20㈹13：30～

☆カラオケクラブ　月～金13：30～

☆大正琴クラブ　　　火　10：00～

【間】社会福祉協議会　℡31－1666

＝ショールを作ります＝－

日　時　4月20日（火）13：30～

場　所　総合福祉センター

材料代　毛糸代820×3玉

和針1，000円

締　切　4月13日まで

彦亨や九の好塁・身房ガ’計れ王君す
保健センターの授乳室に、国際ソロプチミスト寄贈の　　0歳～1歳6ヶ月くらいまでのお子さんの体重・身長

ベビー体重計を設置しています。いつでも気軽にお越し　の測定ができます◎お子さんの発育や発達のことでご心

ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配などがあるときは、保健師まで声をおかけください。

No522　2010．41（22）
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＝4月の行事カレンダー＝

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

◆＝予約が必要です。 劔1 公立㊧㊨ 10：00′〉 私立㊦9：30～ ・1歳6カ月健診 ⑳13：00～ �"�u3���c�����3 一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

㌻4 l F 迭�6 途�8 湯�10 
・消費相談（22P） ��Y(�ｩ(hｧxﾕｩ?ﾈｧr���+�3�����S8ﾜ緝4ｨﾈ靄)�b�u3�8�c�����プール休館に 伴う脱明会 ◎19：00～ 忠岡小学校入学 式10：00～ ��Y(�ｩv9'H�����b�(�ｩv9'H��?ﾈ������?�������SH4ｨﾈ靄)�b�u3�8�c�X����T$4y�ｨ霻�u3�8�c3�����X��ﾘﾉ�ｩ&ｸ��#%��｢�

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587閂��7�6(6x��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587鑼r�

－1 ��"�13 ��B�15 ��b�17 
・健康相談 ��X7ﾈ8ｨ4�� �� 

㊥13：30～ ���8�c3����（22P） ����.ｸ､ｩ_｢�u3���c��������支,HﾗXﾜ��xs���c�����◆お吉延生会 ㊦10：00～ ⑳10：00～ 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ㊨ ベット（西側） �ｩLｨ587鑼r�

18 ����20 �#��22 �#2�24 
・健康料理教室 ��Y�ﾈﾊ��ｩ&ｸ��#%��｢�◆栽培体験ファー ��X��N��ｩ&ｸ��#%��｢�・身長・体重測定 

㊨10：00～ ・消炎相談（22P） ��X7ﾈ8ｨ4��u3�8�c3����ム　㊦10：00～ 剴冝@㊨10：00～ 

一般ゴミ㊨ ペット（東側） �ｩLｨ587鑼r�缶・ピン（東側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

亭25 �#b�27 �#��29昭和の日 �3��
・健康相談 ���ﾉ�ﾉ���◆法律相談（22P） 凵E消責相談（18P） 

⑳13：30～ ��ﾓ�8�c3���� 

教室⑳10：00～ ◆子育て広場 ㊦10：00～ �8�98x����c�����

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7898��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ㊨ 

【ゴミ収集日の凡例】
一般コミ◎…馬瀬、北出、高月南、高

月北
一般ゴミ（診…新浜、忠岡南・中・北・東

ペット（西側）・・南海線西側

ペット（東側）‥南海線東側

缶・ピン（西側）…南海線西側

缶・ピン（東側）‥南海線東側

粗大ごみ申込みセンター

電　話

0800－123－5353

ファックス（聴覚障害者用）

0800－500－5300

人口18．309人（＋29人）

男　8月95人（＋12人）

女　9．414人（＋17人）

世帯　　7．544（＋11）

≪2010年2月末現在≫

★
4
月
の
お
も
ち
ゃ
の
病

院
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5
月
は
2
日
胤
に
行
い

ま
す
。


